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警告
怪我を避けるため、製品を使用する前に必ず本取扱説明書及び付属の文書をよくお読みくだ
さい。
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はじめに
このたびは Arjo 設備機器をお買い上げいただ
き、まことにありがとうございました。
お買上いただいた Arjo システム 2000® バスは、
世界中で愛用されている高品質な製品ファミリー
の一員で、特に⼊所者の衛⽣面でも効率的である
一方、介護者にやさしい人間工学的に優れた設計
を特徴としています。
本取扱説明書を最後までお読みください。
本取扱説明書 (IFU)をSystem 2000 バスを使用する
前に最後までお読みくださるようお願い致しま
す。本取扱説明書の内容は、製品の適切な操作と
メンテナンスに関し重要であり、製品を保護する
上で役に⽴ち、ご満⾜いただける形で製品をご利
用いただけます。本取扱説明書の内容には、安全
面で重要な情報も含まれているので、不必要な怪
我を避けるためにも必ずよく読んで理解してくだ
さい。
承認を受けずに⾏った Arjo装置の改造は、安全性
を損なう恐れがあります。承認を受けずに⾏った
製品の改造が原因で発生した事故、未遂事故、製
品不具合について、 Arjoは責任を負いません。

サービスおよびサポート
System 2000 の安全性と操作手順を確実に維持す
るには、定期点検及びメンテナンスを⾏う必要が
あります。セクション53ページ点検・保守及びメ
ンテナンを参照してください。
詳細情報が必要な場合は、⻑期的な安全性、信頼
性および製品の価値を最大限引き出す包括的サポ
ートおよびサービスについてArjo代理店にお問い
合わせください。
部品交換については Arjo までお問い合せくださ
い。お問い合せ先情報は本取扱説明書(IFU)の最終
ページに記載されています。

重大な事象
医療機器もしくは福祉機器に関連して、お客様ま
たは患者様に影響する重大な事象が発生した場
合、ユーザまたは患者様は、その事象を医療機器
製造元あるいは販売元に必ず報告してください。
欧州連合では、ユーザは、重大な事象を居住する
加盟国の所轄官庁にも報告してください。

補足情報
本取扱説明書に付随するクイックガイド/ポスター
一式クイックガイド/ポスターは本取扱説明書の
情報に取って代わるものではないことに注意して
ください。取扱説明書には、安全上の大切な補⾜
説明が記載されています。

本取扱説明書における定義：
•

意味：
安全上の警告内容の理解不⾜であったり、警告に
従わなかった場合、他人も含めご自身も怪我をす
る恐れがあります。
      

意味：
手順に従わなかった場合、システム全体あるいは
一部に不具合が発生する恐れがあります。
      

意味：
システムまたは製品の正しい使用方法に関する重
要な情報です。
      

警告

注意

注記
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使用目的
System 2000 は、病院や介護施設で介助が必要な患
者様や利用者様の⼊浴やシャワー介助を補助する
ことを目的としています。
⼊浴介助は、適切な訓練を受け、介助環境、一般
的な実務・手順に関する⼗分な知識がある介助者
が、取扱説明書 (IFU) の指⽰内容に従って⾏って
ください。 浴槽への移乗は、適切な移乗装置を使
用してください。
浴槽は、取扱説明書の指⽰に従って消毒してくだ
さい。
System 2000バスは、本取扱説明書で指定された用
途にのみ使用してください。
それ以外の使用は禁止します。

使用方法
System 2000バスは、移動能⼒の低下した要介護者
の傷害や身体障害の緩和や補助に使用することが
できます。

患者様 /利用者様のアセスメント
それぞれの施設において、定期的にアセスメント
を⾏って頂くことをお勧めします。
介助者は、使用前に以下の基準に基づいて各患者
様/利用者様のアセスメントを実施してください。
• 患者様 / 利用者様の体重は、リフト式衛生椅
子、リフト式バストロリー、またはスリングリ
フターの安全作業荷重 (SWL) を超えないよう
にしてください。

• 活動的・半活動的な（すなわち、ベッドやトイ
レの横の補助器具によって自⼒で座位を取れ
る）患者様 /利用者様、および完全に寝たきり
の患者様 / 利用者様も⼊浴することができま
す。 正規の移乗機器を使用してください。 

患者様 /利用者様が上記基準に当てはまらない場合
は、別の設備 /システムを使用してください。

設置要件
本機は上記の目的のみに使用してください。また
地域条例により優先されない限り「組⽴および設
置説明書」に従って取り付けてください。

耐用年数
本機の期待寿命は、別段の記載がない限り、10年
です。ただし、「手⼊れと予防保守」、「組み⽴て
と設置の説明」、「部品リスト」で指定されてい
るとおり、必要な予防保守を⾏うことを条件とし
ます。
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安全の手順
      

•

      

      

      

      

警告
患者様や介助者の怪我を防止するため、製品を
改造したり、互換性のない部品を使用しないで
ください。

警告
爆発や火災を防止するため、酸素濃度の高い環
境、熱源や可燃性の麻酔薬が存在する場所で製
品をけっして使用しないでください。

警告
感電を防ぐために、本製品の近くで他の電気機
器をけっして使用しないでください。

警告
落下防止のために、患者を常に座位状態にして
ください。

警告
怪我を防止するため、絶対に患者様を一人にさ
せないでください。

注記
患者の医療評価は、本製品を使用する際の適合
性を確認するために必要です。
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準備
サイトの準備
System 2000 バスを設置する前に、必要なエリア
内の床と壁の準備をします。
材質: 床は滑らない材質で、表面に起伏があって
はなりません。
床の傾斜: 床の排水口を使用する場合、排水口へ
の傾斜は 1:50を超えないようにしてください。
床への固定: 床の設計は、ボルトで固定するのに
適したものを使用してください。

初めて使用するにあたり
（10 ステップ）
1 浴槽が「組⽴および設置説明書」にしたがっ
て設置されているか確認します。

2 製品の部品がすべて揃っているか確認し、
10ページ部品名称のセクションに照らし合わ
せてください。不⾜あるいは損傷している部
品がある場合、本製品を使用しないでくだ
さい。

3 付属の場合、Sound & Vision システムハンドコ
ントロールをカバーから取り出します。

4 取扱説明書をお読みください。
5 40ページ洗浄と消毒の手順のセクションの説
明に従って、製品を消毒してください。

6 53ページ点検・保守及びメンテナンのセクショ
ンに従って機能テストを実施します。

7 取扱説明書はいつでも参照できる特定の場所
をお選びください。

8 自動温度調節混合栓が「組⽴および設置説明
書」に基づいて Arjo のサービス技術員によっ
て調整されていることを確認してください。

10 患者様の救急事態に備えて、緊急プランをあ
らかじめ作成してください。

9 警告
火傷を防止するために、水の混合栓を調整し
てください。調整の手順が有資格者によって
きちんと⾏われたか確認します。

使用するにあたり
（5 ステップ）
1 部品がすべて揃っているかチェックします。
セクション 10ページ部品名称を参照してくだ
さい。

2 浴槽と付属品に損傷がないか点検します。
3 不⾜あるいは損傷している部品がある場合、
本製品を使用しないでください。

4 消毒ボトル（P220 のみ）の液体レベルを点検
します。

      

使用前に、 System 2000 バスを40ページ洗浄と
消毒の手順のセクションに従って、必ず洗浄
および消毒するようにしてください。

      

5 警告
二次感染を防ぐために、常に本取扱説明書の
消毒の手順に従ってください。

注記
サポートとサービスに関する質問は、最寄りの
Arjo代理店にお問い合わせください。連絡先の情
報は、本取扱説明書の巻末に記載されています。
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System 2000 浴槽 
Rhapsody® ラプソディー
1600 mm (63”)

1900 mm (75”)

2150 mm (85”)

白色

Primo® プリモ
1600 mm (63”)

1900 mm (75”)

白色

Primo® Ferro プリモフェロ
1870 mm (73 5/8”)

2120 mm (83 1/2”)

ステンレススチール

Harmonie（アルモニ）™
1680 mm (66 1/8”)

白色
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意図的に空白
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部品名称
1 コントロールパネルのカバー
2 コントロールパネル
3 患者用シャワーハンドル
4 湯張り用蛇口
5 シャンプーとバスオイル（ArjoSound ウォー
ター・コンディショナー容器）

6 オーバーフロー排水口および排水制御ノブ
7 高水位センサー
8 温度/低水位センサー
9 排水プラグ付き排水口
10 フットサポート
11 浴槽 

12 排水ホース
13 1680 mm (66 1/8”)、 1870 mm (73 5/8”) と

 1900 mm (75”) バスタブ用のフットパッド
14 1600 mm (63”)、 2120 mm (83 1/2”)、 2150 mm

(85”)バスタブ用ダックフット
15 ピロー
16 緊急下降（オプション）
17 シャンプー/バスオイル 
（ArjoSound ウォーター・コンディショナー）
および消毒剤用コンパートメント。

18 固定ブラケット
消毒ユニット（オプション）
NSF 承認ではありません
19 消毒剤スプレーハンドル
20 シャンプー/バスオイル（ArjoSound ウォー
ター・コンディショナー）の下の消毒剤ボトル
コンパートメント

21 流量計
Hydromassage™ システム（オプション）
22 水流と空気混合コントロール
23 急速連結装置付き Hydromassage システム出口
24 吸⼊口 

25 ノズル付きホース（付属品）

Hydrosound® システム（オプション）
26 Hydrosound システムトランスデューサー用プ
レート

27 強度調節ノブ
Sound & Vision® システム（オプション）
28 Sound & Vision システムライト
29 スピーカ
30 リモコン装置
31 USBコネクタ
32 USBメモリスティック
      

タイプ B、装着部 
保護等級 - 
電気ショック
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コントロールパネル

1 シャンプー/ボディソープ ON/OFF

2 自動湯張り ON/OFF

3 シャワー ON/OFF

4 電源表⽰
5 温度表⽰ — 浴槽水

P220 コントロールパネル 1 2 3 4 5 6

7 8 9 10

6 消毒 ON/OFF

7 バスオイル/ArjoSound ウォーター・
コンディショナー ON/OFF

8 Hydromassage/Hydrosound システム ON/OFF

9 浴槽の昇降
10 温度設定ノブ
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P300 コントロールパネル 2 3 4 5 6 7

8 10

1

9

1 シャンプー/ボディソープ ON/OFF

2 隠しボタン（次に従ってデフォルト設定を
変更27ページデフォルト設定の変更（P300 
のみ））

3 表⽰ — 温度、湯張り、浴槽水および消毒剤、
エラーコード、その他。

4 温度設定：低 (-)、高 (+)

5 自動湯張り ON/OFF

6 シャワー ON/OFF

7 消毒 ON/OFF

8 バスオイル/ArjoSound ウォーター・
コンディショナー ON/OFF

9 浴槽の昇降
10 Hydromassage/Hydrosound システム ON/OFF
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ボタンと表示
自動湯張りボタン 
1 自動湯張りボタンを押して、プリセットレベルまでお
湯を満たします。

2 湯張り中は LED が点灯します (P300)。
P220 では  LED は利用できません。

3 Autofill［自動湯張り］ボタンを再度押すと、湯張りを
停止します。

シャワーボタン
1 Shower［シャワー］ボタンを押すとシャワーが開始し
ます。

2 Shower［シャワー］ボタンを再度押すとシャワーが停
止します。

3 作動中はLEDが点灯します。
4 シャワー機能は 15 分後、自動的に切れます。再び開始
するには Shower［シャワー］ボタンを押します。

浴槽上昇ボタン
• Raise Bathtub［浴槽上昇］ボタンを押し続けると浴槽が
上昇します。

浴槽下降ボタン
• Lower Bathtub［浴槽下降］ボタンを押し続けると浴槽が
降下します。

温度表示 — 浴槽水 (P220)
ディスプレーには浴槽内の現在の水温が表⽰されます。
• P220 には機械的および電子的熱湯防止機能が付いてい
ます。

ディスプレー (P300)
ディスプレーには、湯張り用の水温、消毒スプレーハンド
ルからのシャワーおよび消毒液の温度が表⽰されます。
• プラス (+) を押すとより温かく、マイナス (-) を押すと
より冷たくなります。

• プラス (+) またはマイナス (-) を押して、プリセットされ
た自動湯張りレベル間で選択します。

• Hydrosound システムのデジタル調整を⾏います。
• 熱湯火傷防止機能内蔵。

P220P300

75.0°F

37.0°C

75.0°F
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P300 スタンバイモード
• 浴槽に水がなく、作動中の機能がない場合にディスプ
レーに二つのダッシュが表⽰されます。

Shampoo/Body Wash［シャンプー/ボディソープ］
ボタン
• Shampoo/Body Wash［シャンプー/ボディソープ］ボタン
を押すと、シャンプー /ボディソープがディスペンサー
から出ます。

バスオイル/ArjoSound™ ウォーター・コンディショナー
1 ［バスオイル /ArjoSound］ボタンを押すと、ディスペン
サーからバスオイル/ArjoSound ウォーター・コンディシ
ョナーが出ます。

2 Hydrosound システム内蔵の浴槽では、バスオイルの代
わりにArjoSound ウォーター・コンディショナーを使い
ます。

Hydromassage™/Hydrosound® システムボタン
（オプション）
浴槽には Hydromassage システムまたは Hydrosound システ
ムが備わっています。
1 Hydromassage/Hydrosound システム ON/OFF ボタンを押
すとハイドロマッサージ（ビルトイン型ジェット）ま
たは ハイドロサウンド（低周波超音波）が開始します。

2 Hydromassage/Hydrosound システム ON/OFF ボタンをも
う一度押すとハイドロマッサージ /ハイドロサウンドが
停止します。

3 LED lights up green when active (P300)。
LED は P220 のコントロールパネルの下にあります緑の
ライトが ハイドロサウンド作動中は点灯します（ハイ
ドロマッサージ P220 は何も表⽰しません）。

4 Hydromassage/Hydrosound システムは15分後に自動的に
遮断されます。

Disinfection［消毒］ボタン（オプション）
ボタンは常にパネルにありますが、機能が含まれてない場
合があります。
• 消毒ボタンを押すと消毒装置が起動します。
• 作動中は LED が点灯します。
• 低位消毒剤警告表⽰（P300 のみ）。
• ボタンは、すべての機能がオフになっていて、浴槽に水
がないときにのみ機能します。

P220P300
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製品説明/機能

排水制御ノブ 
排水制御ノブ (A) を回すと、浴槽の排水プラグ (B) が開閉
します。（図 1参照）
• 開くには時計回り。
• 閉じるには反時計回りに回します。
排水制御ノブには内蔵型オーバーフロー排水口が備わって
おり、浴槽から水があふれ出るのを防止します。

自動湯張り
バスには自動湯張り機能が備わっており、設定された水位
まで浴槽にプレフィルします。設定の自動湯張り水位は水
圧によって変動する事があります。
1  Autofill［自動湯張り］ボタンを押すと初期湯張り
を始めます。（図 2参照）

2 湯張り中は LED が点灯します (P300)。
P220 では  LED は利用できません。

3 初期湯張り水位に達すると、自動湯張りが自動的に停
止します。

4 Autofill［自動湯張り］ボタンを押すと、自動湯張り中
にいつでも湯張りを停止します。

      

P220、上の水位を調整するには、 Arjoサービス技術員に電
話してください。
P300 には、Low［低］、Normal［普通］、High［高］の三
種の自動湯張り水位があります。初期湯張り水位はNormal
［普通］です。（図 3 参照）
自動湯張りレベルを変更するには、つぎの手順に従ってく
ださい（P300 のみ）。
Normal［普通］レベル
（初期湯張り、 30 秒超過センサ）
1 自動湯張りボタンを押します。
2 ディスプレーは以下を表⽰します： 

8 秒後に湯張り用水温が表⽰されますが、これ以上のレベ
ル調整はできません。

注記
設定された水位に達した後に自動湯張り機能を押すと、
浴槽の湯張りは継続します。

図 1 A

B

図 2

図 3

High［高］
レベル
Normal
［普通］
レベル
Low［低］
レベル
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エコレベル（低水位センサに到達してから 200 秒後に
設定されています）
1 自動湯張りボタンを押します。
2 マイナス(-)ボタンを押します。
3 ディスプレーは以下を表⽰します： 

4 8秒後に湯張り用水温が表⽰されますが、これ以上のレ
ベル調整はできません。

高レベル（プリセット、トップセンサを 60 秒超過）
1 自動湯張りボタンを押します
2 プラス(+)ボタンを押します。
3 ディスプレーは以下を表⽰します： 

8 秒後に湯張り用水温が表⽰されますが、これ以上のレベ
ル調整はできません。
各レベルは次に従って調整できます27ページデフォルト設
定の変更（P300 のみ）。

シャワーハンドル 
• Shower［シャワー］ボタンを押すとシャワーが開始
します。作動中LEDは緑になります。

• シャワーハンドル上のトリガを押すと排水します。
• 一定の循環水流にするにはトリガを押さえます。
トリガを押さえずに循環水流を⾏うには、以下を実施して
ください：（図 1 参照）
• トリガを押し、側面のロックボタンを押し込みます。
これでトリガを押さなくても水は流れ続けます。

• ハンドルトリガを押してロックボタンを放すと、ロック
ボタンが自然に飛び出ます。

患者用シャワーは、浴槽の湯張り中は作動しません。

シャワー/消毒システム 
（英国市場限定）
英国バージョンの MPA システムは、最後の使用から 24 時
間で洗い流します。

図 1 ロックボタン

トリガ
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P220 温度表示 
（図 1 参照）
温度表示
• 現在の浴槽の水温を表⽰します。

P300 ディスプレー 
（図 2 参照）
• プリセットの自動湯張りレベルを最初に表⽰します。
• 湯張りまたはシャワー温度の実測値を表⽰します。
• 湯張りとシャワーが起動していない時は、現在の浴槽内
の水温を表⽰します。

• 消毒中、ディスプレーは消毒液の温度を表⽰します。

熱湯火傷防止

危険温度レベル 45 °C (113 °F)に達すると、10秒未満で熱湯
火傷防止機能が給水を遮断します。
• P220 には機械的（調整とミキサー）熱湯火傷防止機能
が付いており、高温設定を無効にします。

• 機械的熱湯火傷防止に加えて、二つのセンサを備える電
子的熱湯火傷防止機能を備えています。熱湯火傷防止機
能がオンになると、すべての LED が点滅し、ビープ音
が一回聞こえます。

• P300 には電子的熱湯火傷防止機能があり、三つのセン
サが備わっています。ディスプレーには が表⽰さ
れて、ビープ音が聞こえます。この間、 P300 は再調整
されます。

熱湯火傷防止機能のリセット（P220 のみ）
（5 ステップ）
1 消毒 /自動洗浄ボタンと患者用シャワーボタンのLEDが
点滅していないことを確認してください。

2 自動温度調節混合栓のつまみを COLD（冷）まで回転
します。

3 Tub Filling［湯張り］ボタンを押して、温度表⽰が 30-
35 °C (86-95 °F)を⽰すまで浴槽の湯張りを⾏います。

4 Shower［シャワー］ボタンを押します。シャワーハン
ドルを持ち上げ、自分の体ではなく浴槽へ向けてくだ
さい。シャワーハンドル上のトリガを押します。

5 適正な水温になるまで数秒お待ちください。

警告
熱湯火傷防止機能が有効な場合に熱湯を防止するには、
安全な方法ですぐに患者を浴槽から出してください。

図 1 P220 
海外

P220 
米国

37.0°C

75.0°F

P300
海外

P300
米国

37.0°C

37.0°C

75.0°F

37.0°C

75.0°F

図 2
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熱湯火傷防止機能のリセット（P300 のみ）
（4 ステップ）
P300 は自動的にリセットおよび自動調整を⾏います。
1 ディスプレーの表⽰内容 が消えるまでお待ちく
ださい。

2 浴槽給水ボタンを押して、ミキサーと配管を水で洗浄
します。 表⽰される給水温度が安定するまで待ちます。
給水ボタンを押すと、洗浄を停止します。

3 Shower［シャワー］ボタンを押します。シャワーハン
ドルを持ち上げ、自分の体ではなく浴槽へ向けてくだ
さい。シャワーハンドル上のトリガを押します。

4 適正な水温になるまで数秒お待ちください。

シャンプー/ボディソープ（オプション）
シャンプー/ボディソープのボトルはコントロールパネル
の蓋とロックブラケット (A) の蓋の下にあります。
（図 1 参照）
ボトルは対応するホースとボトル接続部 (B) に取り付けま
す。（図 1 参照）
Arjo は、マイルドな一体型ソープ、Arjo Care™ シャンプー
とボディソープをお勧めします。
• ディスペンサーの出口 (C) の下に手を置きながら 

Shampoo/Body Wash［シャンプー/ボディソープ］ボタン
を押します。（図 2 参照）

P300 の投与時間は初期設定されていますが、これは変動す
ることがあります。セクション 27ページデフォルト設定の
変更（P300 のみ）を参照してください。

バスオイル/ArjoSound™ ウォーター・コンディ
ショナー（オプション）
バスオイル/ArjoSound ウォーター・コンディショナーボトル
はコントロールパネルの蓋とロックブラケット (A)の蓋の
下にあります。（図 3参照）
ボトルは対応するホースとボトル接続部(B)に取り付けま
す。（図 3参照）
Arjo は浴剤として Arjo Oil™ を、または ArjoSoundウォー
ター・コンディショナー のご使用をHydrosoundシステム内
蔵の場合はお勧めします。
• ［  バスオイル/ArjoSound ウォーター・コンディショ
ナー］ボタンを押して浴槽水 (C)に直接注ぎます。
（図 4を参照）

• Hydrosound システム内蔵の浴槽では、バスオイル (Arjo
Oil™) の代わりに ArjoSound ウォーター・コンディショ
ナーを使います。

P300 の投与時間は初期設定されていますが、これは変動す
ることがあります。セクション 27ページデフォルト設定の
変更（P300 のみ）を参照してください。

BA

C

図 1

図 2

BA

C

図 3

図 4
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浴槽の昇降 

浴槽は介助者の人間工学的な作業高さに合わせて昇降する
ことができます。（図 1参照）
• を押して、好みの高さまで浴槽を上げます。
• を押して、好みの高さまで浴槽を下げます。

緊急下降 
（オプション、英国市場は対象外）
浴槽を下降する必要があるときに停電した場合は、次のよ
うにします：
• パネル背面底部にある緊急下降ハンドルを引きます。
（図 2 参照）

• ハンドルが引かれている間、浴槽は下降します。

消毒装置（オプション）
浴槽には消毒装置が内蔵されています。消毒剤ボトルはコ
ントロールパネル蓋の下、およびシャンプー/バスオイルボ
トルの下にあります。（図 3 参照）
消毒剤ボトルのキャップは調整が可能で、消毒剤/水の割合
を調整します。
コントロールパネル蓋の下に、消毒剤スプレーハンドルと
流量計があります。流量計は消毒剤と水との液体混合⽐を
⽰します。

次のページへ

警告
患者や介助者の足が挟まらないように、あらゆる障害物と
の間に⼗分な距離をとってください。

警告
使用中に製品が転倒しないように、製品の近くにある他の
機器を上げたり下げたりせず、低くするときは固定された
ものに気をつけてください。

注記
ブーンという音がする場合は、バッテリーが少なくなっ
ています。最寄りの Arjo サービス技術員に連絡してくだ
さい。

図 1

図 2

図 3
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消毒剤を使用するには、次のセクションを参照40ページ洗
浄と消毒の手順。
• 作動中 LED は緑になります。
• 消毒は、他の機能がすべてオフで、しかも浴槽内に水が
⼊っていない場合にのみオンになります。

• P300 の消毒ボトルが空の場合、消毒ボタンを押すとす
べての LED が点滅を始めます。5 秒間の⻑いビープ音が
聞こえ、バスを消毒できないことを⽰します。ディスプ
レーは を表⽰します。

• 消毒剤が⼗分に⼊ったボトルと交換し、再度⾏ってくだ
さい（42ページ消毒液ボトルの交換（消毒オプション
装備の System 2000 バスのみ）を参照）。

• P300 は Hydromassage システム用に自動消毒機能を備え
ています（P220 ではオプション）。

ピロー
ピローは調整可能であり、ピローの背面にある吸着盤で浴
槽に取り付けます。（図 1 参照）
• 吸着盤は濡らすと固定しやすくなります。
• ピローは、患者にとって最も快適でうまく支えとなるよ
うに配置してください。

フットサポート
フットサポートは調整可能で、患者の身⻑に応じて三つの
異なる位置に配置することができます。（図 2 参照）
• フットサポートを三つの溝の一つに置きます。 Primo®

Ferro では所定の場所にパチッとはめます。

ホット・ウォーター・フラッシュ（キット）
別途に 「ホット・ウォーター・フラッシュ・キットP300」を
参照してください。

図 1

図 2

Primo® Ferro 
プリモフェロ

Rhapsody® 
ラプソディー
Primo® プリモ
Harmonie
（アルモニ）™ 
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Hydromassage（ハイドロマッサージ）システム

Hydromassage™ システムの使用
（12 ステップ）
1 Hydromassage システム出口および (A) の上まで希望す
る温度で浴槽に湯張りします。（図 1 を参照）

2 コントロールパネルの  Hydromassage システムボタ
ンを押してハイドロマッサージを開始します。

3 作動時間のデフォルト設定は 15 分で、その後ハイドロ
マッサージは自動的に終了します。再スタートするに
は 15 分待ちます。
•  15 分の作動時間中、ハイドロマッサージはいつで
も Hydromassage システムボタンを押して停止でき
ます。

•  終わったら常に Hydromassage システムをオフにして
ください。

4 水流は、浴槽の右手上方にあるノブで調節することが
できます。（図 2 参照）
•  ノブを反時計回りに回して低強度から開始します。
•  ノブを時計回り方向に回すと、水流の強度が増し
ます。

5 Hydromassage システム出口(A)を回して水流の方向を調
節します。（図 3 を参照）
•  より広い範囲に水流が⾏き渡るようにしたい場合は、

Hydromassage システムの調整用ノズル (B)を取り外し
ます（引っ張るだけで外れます）。（図 3 を参照）

6 ハイドロマッサージが終了したら、 Hydromassage シス
テムボタンを押して Hydromassage システムをオフにし
ます。

次のページへ

警告
水中で髪の毛が絡まったりしないように、Hydromassage
システムの吸引カバーを取り付けてから使用してくだ
さい。

注意

床への漏水を防ぐため、ハイドロマッサージの水強度ノ
ブを時計回りに強くに回します。漏水は Hydromassage
システムの蓄積された水圧により⽣じます。（図 2 参照）図 1

A 

図 2

強度の減少 強度の増加

図 3

 A B 
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ホースによるハイドロマッサージの続⾏（オプション）
7 ハイドロマッサージがオンになっている場合、治療用
ホースを接続する前にハイドロマッサージシステムボ
タンを押して停止します。
•  ハイドロマッサージシステムのノズルを取り外しま
す（引っ張る）。

•  ハイドロマッサージホースを浴槽内の急速連結装置
に接続します。（図 4 参照）

•  ハイドロマッサージホースと浴槽内の内蔵水流は同
時には使えません。

8 ハイドロマッサージホースを水中に向けます。空気吸
⼊口が水面より上にあることを確認してください。
（図 5 参照）

9 コントロールパネルのハイドロマッサージシステムボ
タンを押すと、ハイドロマッサージホースからのハイ
ドロマッサージが開始します。

10 水流の強さを調節するには、ハイドロマッサージ
ホースノズルの最も外側部分を回します。
（図 6 を参照）
•  ノズル上の二点が揃うと、水流は最高強度になり
ます。

•  ノズルを 90度回すと、水流の強度は低下します。
•  ノズルをさらに 90度回すと水流の強度は増加し、以後
そのように続きます。

11 ハイドロマッサージが終了したら、ハイドロマッサージ
システムボタンを押してハイドロマッサージシステム
をオフにします。

12 ホースを押すと同時にホースのブラケットを引き戻す
ことにより、ハイドロマッサージホースを急速連結装
置から取り外します。（図 7参照）

図 4

空気
吸⼊口

図 5

最大

最大

最⼩最⼩

図 6

図 7
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Hydrosound（ハイドロサウンド）システム
Hydrosound® システムは低周波および低強度超音波による
患者のユニークな洗浄方法です。水と作用することで効果
的で皮膚にもやさしい洗浄方法です。
Hydrosound システム洗浄に費やされる時間と強度設定は好
みの問題で、患者に必要とされる清潔さと快適さの程度に
よります。費やす時間が⻑いほど、また強度設定が強いほ
ど、効率的に洗浄されます。
Hydrosound システムを初めて経験する患者には、強度は最
初低いレベルに設定し、徐々に高い強度設定に移⾏するこ
とをお勧めします。

Hydrosound® システムの使用
（10 ステップ）
Hydrosound システムを開始する前に： 

1 浴槽に湯張りします。水位が Hydrosound システムトラ
ンスデューサプレート (A)の最上部より上であることを
確認してください。（図 1 参照）

2 手で水温を点検し、冷たすぎたり熱すぎたりしないか
確認します。

次のページへ

警告
怪我を防ぐため、妊娠時は Hydrosound システムの機能
を絶対に使用しないでください。

警告
聴覚の障害を防ぐため、Hydrosound システムを使用する
際は患者の頭部が水面より上になるようにしてください。

注意

ArjoSound ウォーター・コンディショナーのみを 
Hydrosound システムにはお使いください。
Hydrosound システムではバスオイルや他のスキンコン
ディショナーなどの⼊浴剤を併用しないでください。
超⾳波圧力波が阻害されることがあります。

図 1
A
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3 コントロールパネル上の ArjoSound ウォーター・コン
ディショナーボタンを押して ArjoSound ウォーター・
コンディショナーを加え、コンディショナが水と混合
するか点検します。

4 コントロールパネルの Hydrosound システムボタンを押
して Hydrosound システムを開始します。作動時間のデ
フォルト設定は 15 分で、その後 Hydrosound システム
は自動的に終了します。再スタートするには 15分待ち
ます。

5 Hydrosound システムボタンを再び押せば、いつでも
Hydrosound システムを停止できます。

6 P220、では、浴槽の右手上方にあるノブを回すことによ
り、異なる強度を設定することが可能です。（図 3 参照）
•  ノブを時計回りに回すと強度は増加します。
P300 では、ディスプレーのプラス(+) とマイナス(-)を押
して強度を選択します。（図 4 参照）
•  20、40、60、80 または 100 mW/cm2 のレベルとテスト
を順追って選択することができます。

7 いずれかのレベルが選択されると、 P220 上の LED (A)
または P300上の LED (B)がHydrosoundボタンで点灯す
ると、緑のダイオードランプが点灯し、トランスデュー
サプレートからブーンという音が聞こえます。
（図 5参照）
•  ブーンという音はレベルが高くなればなるほど大き
くなります。

8 テストレベルは、Hydrosound の強度をチェックし、それ
が特定の範囲内あることを確認するために使用されま
す。テストに合格するとそれは自動的にオフになり、
Hydrosound システムは再スタートが必要になります。
•  P300 ではTESTテキストがディスプレーに表⽰され
ます。

9 テストに不合格な場合、 P220 はテストモードの際に⻩
色のランプが点滅します。P300 ではディスプレーに -04-
をエラーとして表⽰します。テストに不合格の場合は
Arjo 技術員に連絡してください。
•  Hydrosound システムの使用中に問題が発生した場合、
正常モードでは同じ⻩色のランプが点滅します。

10 終了したら Hydrosound システムボタンを押して停止し
ます。

警告
やけどを防ぐため、操作中は Hydrosound システムトラ
ンスデューサプレートと連続的に接触しないよう注意し
てください。（図 2参照）

図 3

図 2
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図 4

図 5

A

B
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Sound & Vision システム
Sound & Vision® システムは、⼊浴時間を快適に楽
しむために多彩な水中照明と柔らかな音楽による
刺激が得られます。それは患者のストレスや不安
を軽減します。
Sound & Vision システムは、水流を使用しない⼊
浴、Hydromassage システム、または Hydrosound シ
ステムと合わせて使用することができます。

Sound & Vision システムの使用 
（4 ステップ）
1 Sound & Vision システムを起動するには：

•  コントロールパネルの蓋を開けることから
始めます。

•  そして黒いキャップを反時計回りに回して
ねじを外し、USB 差し込み口を確認します。

•  Sound & Vision システムメモリスティックを
差し込みます。

2 ハンドコントロールの  MP3 ボタンを押し
て音楽を開始します。MP3ファイルのみ、また
ルートからの（「フォルダ」のではなく）ファ
イルのみが読み取り可能です。
•  Sound & Vision システムは常に⼩さい音量か
らスタートしてください。音量ボタンを使っ
て好みのレベルまで音量を調節します。

•  Sound & Vision システムハンドコントロール
LEDは、アクティブになると点滅します。

3 ハンドコントロールの  Sound & Vision シス
テムランプボタンを押すと、浴槽内に多彩な
光が得られます。
•  をもう一度押すと、光の色が変わります。
•  赤、緑、⻘、ピンク、⻩色から選んでくだ
さい。

4 異なる光色をローテーションさせるには、
自動光色変更ボタンを押します。  Sound

& Visionシステムライトボタンを 2秒間押すと
消灯します。

警告
感電を防ぐため、浴槽のコネクタには USBメモ
リスティックのみを使用します。

注記
他の電気器具の近くでハンドコントロールまた
はコントロールパネルを操作すると、他の機器
と電気的に干渉する可能性があります。

•

Sound & Vision システムハンドコントロール
1 LED — アクティビティ表⽰器
2 Sound & Vision システムランプ — ON/OFF

3 自動光色変更 — ON/OFF 

4 MP3プレーヤ ON/PAUSE 

5 音量を下げる(-)

6 音量を上げる(+) 

7 MP3曲送り
8 MP3曲戻し
      

注記
音楽機能は起動後 30分で自動的に停止します。
継続して聞くにはハンドコントロールの
MP3 プレーヤボタンを押します。

1

2

4

5

8 7

6

3
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デフォルト設定の変更（P300 のみ）
（4 ステップ）
1 デフォルト設定を変更するには、隠しボタン
と、機能ボタンの 1つを押します（12ページコ
ントロールパネルのセクションを参照）。 2つ
のボタンを同時に少なくとも2秒間押し続けま
す。隠しボタンを押すとビープ音が鳴ります。

機能ボタン 代替設定
（表示コード） 設定間隔（プリセット） デフォルト値

湯張り 湯張り温度18-43 °C 
（欧州、日本）
湯張り温度 64-109 °F（米国）
事前に設定された水位の給水時間は、以下のよ
うに選択・変更できます。
高：高水位センサに到達してから 60 秒
標準：上部水位センサに到達してから 30 秒
低：低水位センサに到達してから 200 秒
各レベルは、-200 秒 から 500 秒 まで個別に調整
できます。

37 °C 
（欧州、日本）
99 °F（米国）

60 s 高

30 s 通常

-20 s 低

シャワー シャワー温度 18-42 °C 
（欧州、日本）
シャワー温度 18-41 °C（英国）
シャワー温度 64-108 °F（米国）

37 °C 
（欧州、日本）
37 °C（英国）
99 °F（米国）

消毒 消毒温度 20-40 °C 
（欧州、日本）
消毒温度 68-104 °F（米国）

25 °C 
（欧州、日本）
77 °F（米国）

バス オイル

ArjoSound
ウォーター・
コンディ
ショナー 

バスオイル/ArjoSound ウォーター・コンディショ
ナーの投与時間を 1〜7 秒内に初期設定します。
0 秒にセットすると、バスオイル/ArjoSound ウォー
ター・コンディショナーボタンが押されるまで投
与され続けます。
1 s = 4 ml バスオイル/ArjoSound ウォーター・コン
ディショナー

3 s (12 ml)

シャンプー シャンプーの投与時間を1〜7 秒内に初期設定し
ます。
0 秒にセットすると、シャンプーボタンが押さ
れるまで投与され続けます。
1 s = 4 ml シャンプー

3 s (12 ml)

Hydrosound
（ハイドロサウ
ンド）システム 

Hydrosound システムの強度を 20, 40, 60, 80 また
は 100 mW/cm² に初期設定します。

60 mW/cm²

2 2つの設定間を切り替えるには、隠しボタンを
押します。

3 プラス(+) とマイナス (-)ボタンで値を調節し
ます。

4 続ける前に、選択した機能ボタンを押して設
定を確定します。
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⼊浴用チェアを用いて患者を⼊浴
⼊浴準備
（5 ステップ）
Alenti, Calypso および Combilift は、 System 2000 バスとの併
用が可能な推奨されるArjo⼊浴用チェアです。
Alenti、Calypso および Combilift 使用前の取扱説明書を参照
してください。
1 浴槽を最低位置まで下降させます。（図 1 参照）
2 自動湯張りボタンを押して浴槽に湯を張ります。

P300ではAutofill［自動湯張り］レベルを選択します。
（16ページ製品説明/機能を参照してください。）

水流に素手で触れて、水温が熱すぎも冷た過ぎもしな
いことを確認します。
•  P220：湯張りの開始時にディスプレーの値が振れるこ
とがあります。ディスプレーで水温が希望する値にな
るまで待ちます。必要に応じて、温度つまみで温度を
調整します。

•  P300：プリセット温度に達するまでディスプレーで現
在の温度が点滅します。必要に応じて、プラス (+) と
マイナス (-) ボタンにより温度を調節します。

4 排水プラグを締め、ピローを取り付けます。
5 追加の湯張りは、［自動湯張り］ボタンを連続的に押す
ことによって⾏えます。

3 警告

熱湯による火傷を防ぐために、素手で水温を事前に必
ずチェックしてから患者へ水をかけるようにしてくだ
さい。断熱作用によって正しい水温が分からなくなる
恐れがあるため、手袋を装着しないでください。水流
の方向を患者に向けないでください。

図 1
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患者の移乗と⼊浴 
（13 ステップ）
1 患者の衣服を脱がせ、タオルを掛けて保温します。
2 座っている患者は、ベッドまたは車いすから浴槽へ⼊
浴用チェアを使って移乗することができます。
（図 1 を参照）

患者を浴槽に移乗します。
4 ⼊浴用チェアを浴槽の側面に対して斜めにつけ、横に
⼗分なクリアランスを取ります。（図 2 参照）

⼊浴用チェアを、チェアおよび性器が浴槽の縁より上
になるまで上昇させます。

⼊浴用チェアを浴槽方向へ動かし、リフトを回転する
際に患者の脚が浴槽の縁を越えられるよう介助しま
す。患者に水を⾜で感じさせてください。必要に応じて
湯温を調節します。（図 3 参照）

次のページへ

3 警告
患者の挟み込みを防止するため、移乗中は患者の髪の
毛、両腕及び両足を体に密着させて、指定されたサポ
ートを使用するようにしてください。

5 警告
性器が挟まったりしないように、浴槽の縁やトイレ、
病人用便器、その他家具類の上を移乗する際に⼗分な
隙間があることを確認してください。

6 警告
患者や介助者の足が挟まらないように、あらゆる障害
物との間に⼗分な距離をとってください。

図 1

図 2

図 3



30

      

7 浴槽に対して停止位置にくるまでチェアを浴槽の上中
央に配置します。⼊浴用チェアが浴槽脚と浴槽の縁に対
してドッキングされていることを確認してください。
（図 4 参照）

8 ⼊浴用チェアを人間工学的作業高さに調整します。
（図 5 参照）

浴槽を上昇させますが、浴槽の底とイスの間に身体部
分に対する⼗分な空間があることを確認してください。

10 患者の希望があり可能なら、背もたれを後ろに折り畳
んでしまうオプションもあります。
•  ⼊所者を前方に傾けさせ、患者の手を運転ハンドル上
に置きます。

•  そして背もたれを上げて外します。これで患者は浴槽
の後ろ側およびピローにもたれることができます。

11 必要に応じてフットサポートを装着します。
12 患者を⼊浴させます。
13 可能なら Hydromassage、 Hydrosound または 

Sound & Vision システムを使います。

9 警告
性器が挟まったりしないように、浴槽の縁やトイレ、
病人用便器、その他家具類の上を移乗する際に⼗分な
隙間があることを確認してください。

図 4

図 5
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患者にシャワーを浴びさせる
（14 ステップ）
1 ⼊浴後は排水口を開け、水を流します。
2 患者に手を運転ハンドル上に置かせ、前方に傾けさせ
ます。背もたれを元の位置に戻します。

3 患者が運転ハンドルの上に手を置いていることを確認
してください。

4 ⼊浴用チェアを浴槽の底から離すには、浴槽をその最
低位置にまで下降させるか、または⼊浴用チェア自体
を上げます。

5 シャワーハンドルを持ち上げ、浴槽上に保持します。
6 コントロールパネルのシャワーボタン（作動中は緑の

LED が点灯します）を押してください。
7 シャワーハンドルを持って患者から離れた方向に向け
ます。

シャワーハンドル上のトリガを押し、水流を患者に向
けないようにします。水流に素手で触れて、水温が熱す
ぎも冷た過ぎもしないことを確認します。

次のページへ

8 警告 

熱湯による火傷を防ぐために、素手で水温を事前に必
ずチェックしてから患者へ水をかけるようにしてくだ
さい。断熱作用によって正しい水温が分からなくなる
恐れがあるため、手袋を装着しないでください。水流
の方向を患者に向けないでください。
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9 •  P220：水流に素手で触れて水温を確認します。
（図 1 参照）
必要に応じて、温度つまみで温度を調整します。

•  P300：ディスプレーに温度値が表⽰されます。水が設
定温度に達するまで数秒待ちます。ディスプレーの温
度が落ち着くのを点検します必要に応じて、コントロ
ールパネルのプラス (+) およびマイナス (-) ボタンを
使って温度を調節します。

10 水流を患者に直接向ける前に、患者に水を手でまず感
じさせてください。必要に応じて湯温を調節します。

11 トリガハンドルを⻑時間にわたって保持するには、ロッ
クボタンを押して作動させます。ロックを解除するに
は、トリガハンドルを押します。

12 患者をシャワーで洗身します。（図 2 参照）
13 シャワーを止めるには、コントロールパネル上のシャ
ワーボタンを再び押します。

14 シャワーハンドルをホルダーに戻す前に、シャワートリ
ガのロックが解除されていることを確認してください。

図 1

図 2
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⼊浴の終了 
（9 ステップ）
1 患者の水気を拭き取り、座面の下も同様に乾かして床
に水が垂れないようにします。

2 患者には 1〜 2枚のタオルか、可能ならバスローブをか
けて保温します。

3 浴槽を最低位置まで下降させます。

ハイジーンチェアを、チェアおよび性器が浴槽の縁よ
り上になるまで上昇させます。

5 リフトを回転して浴槽から離す際に患者の脚が浴槽の
縁を越せるよう介助してください。浴槽と⼊浴用チェ
アとの間に横への⼗分なクリアランスがあることを確
認してください。（図 1 参照）

6 ⼊浴用チェアを降下します。
7 体の濡れているところを乾かします。
8 ⼊浴用チェアを介助者にとっての人間工学的に適した
作業の高さまで調節します。（図 2 参照）

9 患者を浴室からベッドまで直接移乗する際は、ベッド
の上、リフト式ハイジーンチェアシートの下にタオル
を当て、ベッドがぬれないようにします。ベッドに横た
える際に患者をよく乾かします。

患者が使用した後の消毒 
（1 ステップ）
1 浴室を次の患者のために準備します。浴槽と⼊浴用チ
ェアは毎回使用後に⼗分消毒し、二次感染を必ず防止
してください。セクション 40ページ洗浄と消毒の手順
を参照してください。（図 3 参照）
Alenti による消毒については、 Alenti 取扱説明書。

4 警告
性器が挟まったりしないように、浴槽の縁やトイレ、
病人用便器、その他家具類の上を移乗する際に⼗分な
隙間があることを確認してください。

図 1

図 2

図 3
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Miranti と Bolero は、 System 2000 バスとの併用が可能な推
奨される Arjoリフト式⼊浴トローリーです。
浴槽サイズとの適合 : 1870 mm (73 5/8”)、 1900 mm (75”)、
2120 mm (83 1/2”) および 2150 mm (85”)。
使用前に Miranti と Bolero の取扱説明書をお読みください。

⼊浴準備
（7 ステップ）
1 浴槽を最低位置まで下降させます。（図 1 参照）
2 フットサポートとピローを取り外します。

3 自動湯張りボタンを押して浴槽に湯を張ります。 P300
では自動湯張りレベルを選択します（16ページ製品説
明/機能のセクションを参照）。

5 水流に素手で触れて、水温が熱すぎも冷た過ぎもしな
いことを確認します。
•  P220：湯張りの開始時にディスプレーの値が振れるこ
とがあります。ディスプレーで水温が希望する値にな
るまで待ちます。必要に応じて、温度つまみで温度を
調整します。

次のページへ

注意
リフト式⼊浴トローリーの使用の際に製品の損傷を避
けるため、フットサポートとピローは取り除く必要が
あります。

4 警告

熱湯による火傷を防ぐために、素手で水温を事前に必
ずチェックしてから患者へ水をかけるようにしてくだ
さい。断熱作用によって正しい水温が分からなくなる
恐れがあるため、手袋を装着しないでください。水流
の方向を患者に向けないでください。

図 1

リフト式⼊浴用トローリーを用いて患者を⼊浴
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•  P300：プリセット温度に達するまでディスプレーで現
在の温度が点滅します。必要に応じて、プラス (+) と
マイナス (-) ボタンにより温度を調節します。

6 排水プラグを閉じます。
7 追加の湯張りは、［自動湯張り］ボタンを連続的に押す
ことによって⾏われます。

移乗と⼊浴
（13 ステップ）
1 寝たきりの患者は、 Miranti リフト式⼊浴トローリーを
使ってベッドから移乗することができます。

2 患者の衣服を脱がせ、タオルを掛けて保温します。
3 リフト式⼊浴トローリーを浴槽側面の背後および側面
に配置します。

4 浴槽の縁を超えるために、リフト式⼊浴トローリース
トレッチャーを上げます。（図 1 参照）

5 患者が乗ったリフト式バストローリーを、浴槽の上か
ら対角線上に動かします。（図 2 参照）

6 浴槽脚と縁に対して停止に達するまでトローリーを浴
槽上の中心に動かします。（図 3 参照）

次のページへ

注意
製品の損傷を防ぐため、「ダックフット」浴槽脚がリ
フト式⼊浴トローリーのシャーシの下にくることを確
認します。

図 1

手動運転
または
パワードライブ

図 2

図 3
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7 ストレッチャーが浴槽の上方中心にあることを確かめ
てください。

8 リフト式⼊浴トローリーを人間工学的な作業の高さに
調整します。（図 4 参照）

9 浴槽を上げて、ストレッチャーが浴槽の底に接するよ
うにします。（図 5 参照）

10 背もたれを患者にとって快適な位置にまで下げます。
11 必要に応じてフットサポートを装着します。
12 患者を⼊浴させます。
13 可能なら Hydromassage、Hydrosound または Sound & Vision
システムを使います。

図 4

図 5
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シャワーの使用
（13 ステップ）
1 ⼊浴後は排水口を開け、水を流します。
2 背もたれを上げ、患者に手を安全グリップ上に置かせ
ます。

3 ストレッチャーを浴槽の底から離すには、浴槽をその
最低位置にまで下降させるか、またはリフト式⼊浴用
トローリー自体を上昇させます。

4 シャワーハンドルをつかんで、浴槽上に保持します。
5 コントロールパネルのシャワーボタン（作動中は緑の

LED が点灯します）を押してください。
6 シャワーハンドルを持って患者から離れた方向に向け
ます。

シャワーハンドル上のトリガを押し、水流を患者に向
けないようにします。水流に素手で触れて、水温が熱す
ぎも冷た過ぎもしないことを確認します。

8 •  P220：水流に素手で触れて水温を確認します。必要に
応じて、温度つまみで温度を調整します。（図 1 参照）

•  P300：ディスプレーに温度値が表⽰されます。水が設
定温度に達するまで数秒待ちます。ディスプレーの温
度が落ち着くのを点検します要望に応じて、プラス
(+)およびマイナス (-) ボタンを使ってコントロールパ
ネルの温度を変更します。

次のページへ

7 警告

熱湯による火傷を防ぐために、素手で水温を事前に必
ずチェックしてから患者へ水をかけるようにしてくだ
さい。断熱作用によって正しい水温が分からなくなる
恐れがあるため、手袋を装着しないでください。水流
の方向を患者に向けないでください。

図 1
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9 水流を患者に直接向ける前に、患者に水を手でまず感
じさせてください。必要に応じて、温度を調節します。

10 トリガハンドルを⻑時間にわたって保持するには、ロッ
クボタンを押して作動させます。ロックを解除するに
は、トリガハンドルを押します。

11 患者をシャワーで洗身します。（図 2 参照）
12 シャワーを停止するにはシャワーボタンを再度押し
ます。

13 シャワーハンドルをホルダーに戻す前に、シャワートリ
ガのロックが解除されていることを確認してください。

⼊浴の終了 
（6 ステップ）
1 患者を乾かし、ストレッチャーの下も同様に乾かして
床に水が垂れないようにします。

2 患者に1〜2枚のタオルをかけ、温かく保ちます。
3 浴槽を最低位置まで下げ、ストレッチャーを上げます。
（図 3 を参照）

4 手動でリフト式⼊浴用トローリーを浴槽から約 30 cm
（1 フィート）引き出します (A)。そして⾜先のハンドル
バーでパワードライブを起動させ、リフト式バストロー
リーを浴槽から側面に沿って動かします(B)。
（図 4 参照）

5 パワードライブがない場合は、手動で リフト式バスト
ローリーを浴槽から側面に沿って引きはなします。
（図 5 参照）

6 患者を浴室からベッドまでまっすぐ移送する際は、ベッ
ドの上、リフト式バストローリーストレッチャーの下
にタオルを当て、ベッドがぬれないようにします。ベッ
ドに横たえる際に患者をよく乾かします。

図 2

図 3

パワードライブ

B

A

図 4

手動運転図 5
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患者が使用した後の消毒
（1 ステップ）
1 浴室を次の患者のために準備します。浴室とリフト式
バストローリーは毎回使用後に⼗分消毒し、二次感染
を防止しなければなりません。セクション 40ページ洗
浄と消毒の手順を参照してください。（図 1 参照）
Miranti リフト式バストローリーの洗浄と消毒について
は、 Miranti 取扱説明書をご覧ください。

図 1



40

洗浄と消毒の手順
完全な消毒のルーチンが、製品上および内部にバ
クテリアが繁殖するのを阻止するために必要で
す。これは System 2000 バスを共有施設として
利用する場合には特に不可⽋です。
      

      

      

      

警告
二次感染を防ぐために、常に本取扱説明書
の消毒の手順に従ってください。

警告
二次感染を防ぐため、介助者は常に消毒手
順全体に⽴ち会い、正しく実施されている
ことを確認する必要があります。

警告
目や皮膚の炎症を防ぐために、患者様がい
る所で決して消毒しないでください。

警告
      

目と皮膚の怪我を防ぐために、保護用めが
ねと手袋を必ず装着してください。万一目
に⼊った場合、大量の水で洗い流してくだ
さい。目や皮膚が炎症を起こしている場
合、医師にご相談ください。消毒液の製品
安全データシートを必ずお読みください。

注意

製品の損傷を防ぐために、Arjo 製の消毒液
を使用してください。

Arjo 製消毒液
最適性能のためには Arjo 消毒剤のみを使用して
ください。製品の消毒に関する質問や、消毒剤を
注文する場合（セクションを参照 69ページ部品
とアクセサリ）は、最終ページに掲載されている
最寄りの Arjo カスタマーサービスにお問い合せ
ください。

洗浄および消毒のための付属品 System 2000 
バス
• 保護用めがね
• 保護用手袋
• 消毒液⼊りスプレーボトルまたは消毒スプレー
ハンドル

• 水⼊りスプレーボトルまたはシャワーハンドル 
• 濡らした布と、乾いた布
• 使い捨てタオル
• 毛先の柔らかいブラシ
• 毛先が柔らかく、⻑い柄の付いたブラシ
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微⽣物繁殖の防止
感染の縮減を⻑期間保証するものではありませんが、現場
での処置⾏動（塩素系または熱湯）を利用するには、必ず
下記の指⽰に従ってください。

年 1 回の予防保守・点検の訪問のため Arjo に連絡すること
を忘れないでください。

取付の注意事項
細菌叢の成⻑を制限するために、4レベルで処置を講ずる
ことが必要です:
•  水をよどませないようにし、適切な水循環を確保
する。

•  水質に由来する湯垢の形成や腐食に対する予防措置
を講じる。

•  お湯のディスペンサーからさまざまな給水パイプま
で、高い水温を維持する。

•  温水と冷水は使用時点のできるだけ直前に混合する。
使用
•  たとえ浴槽を使用しなくても、浴槽とシャワーの中を
毎日水が循環することを確認し、とりわけホースの
中に残っているかもしれない水はすべて除去してく
ださい。

•  1日の最初の入浴の前には水を 5 分ほど流し続け
ます。

•  その日の最初の入浴の前および各患者の入浴後に、
取扱説明書にしたがって浴槽を洗浄および消毒し
ます。
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消毒液ボトルの交換（消毒オプション装備の
System 2000 バスのみ）
（12 ステップ）

1 保護用手袋とめがねを装着します。
2 消毒剤ボトルのコンパートメントを開きます。
（図 1 を参照）

3 ブラケットや、あればシャンプー /バスオイルのボトル
を取り除きます。

4 消毒剤のボトルから吸⼊部分を取り外します。
（図 2 参照）

5 古いボトルを棄却し新しいボトルと交換します。
6 吸⼊部分を新しいボトルに接続します。
7 消毒剤スプレーハンドルをつかみます。
8 消毒ボタンを押します。
9 消毒剤の匂いが消えるように、25 °C (77 °F) 程度に達す
るまで水温を調節します。

10 消毒液を浴槽内に噴霧します。流量計から⽬を離さな
いこと（図 3 参照）。

11 流量計上の液体混合⽐率が本取扱説明書に記載の設定
範囲にあるかをチェックします。（図 3 を参照）

12 必要に応じて、ボトルキャップを手で調節し、正しい混
合⽐になるようにします。（図 4 参照）

警告
二次感染を防ぐために、常に本取扱説明書の消毒の手順
に従ってください。

図 1

図 2

図 3

Arjo Clean™ (60)

Cen-Kleen IV™ (40)
Arjo ディスインフェクタ
ント クレンザー IV (35)

Arjo 汎用消毒液 (35)

Arjo Guard (60)

図 4
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消毒スプレーハンドルによる洗浄と消毒（水流を使用
しない⼊浴と Hydrosound システム）
（38 ステップ）
目視できる汚れの除去（38 ステップのうち 1-6）
1 消毒ボトルのレベルをチェックします。
2 浴槽を作業しやすい位置まで上げます。
3 すべての機能がオフであることを確認してください。
4 排水口を開けて残った水をすべて流します。
5 ピローやフットサポート、トイレタリートレーのよう
な付属品（該当する場合）を取り外して、浴槽の底に
置きます。

6 浴槽と底にある付属品に水のシャワーを掛けてすす
ぎ、目に⾒える残留物を取り除きます。付属品の向きを
変えて、もう一度すすぎます。（図 1 参照）

洗浄（38 ステップのうち 7-23）
7 保護用手袋とめがねを装着します。（図 2 参照）
8 パネルの蓋を開き、消毒スプレーハンドルを持ち上げ
て、浴槽の上で保持します。

9 消毒ボタンを押して開始します。
10 消毒スプレーハンドルを浴槽の縁上に保持し、トリガ
を押します。流量計から⽬を離さないでください。

11 流量計が正しい液体混合⽐率を⽰すまで噴霧します。
流量計の値が正しくない場合は、セクション 42ページ
消毒液ボトルの交換（消毒オプション装備の System 2000
バスのみ）にしたがって調整します。

12 消毒剤の匂いが消えるように、25° C (77 °F) 程度になる
まで温度を調節します (P220 のみ）。

13 排水口に消毒剤をスプレーします。排水部の汚れ落と
しには、⻑い柄のブラシを使用します。

14 排水部を閉じます。

次のページへ

図 1

図 2
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15 消毒スプレーハンドルを使って、すべての浴槽内表面
および浴槽の底にある付属品に消毒剤をかけます。付属
品の向きを変えて、反対側にも消毒剤をかけてくださ
い。排水制御ノブ /オーバーフロー排水口など、浴槽の
表面に取り付けられた部品やノブ、センサに注意して
ください。（図 3 参照）

16 オーバーフロー排水口表面に噴霧します。（図 4 参照）
17 オフにするには消毒ボタンを再び押します。

18 浴槽の表面、緩めた部品や付属品を毛先の柔らかいブ
ラシや布でこすります（皮膚の破⽚などの残留物を取
り除くため）。汚れを⼗分に落とします（特にハンドル
とハンドコントロール）。（図 5 参照）

19 排水口を開きます。
20 約 25 °C (77 °F)の水をたっぷり使い、シャワーハンドル
ですべての部品をすすいで消毒剤を落とします。

21 布を消毒剤に浸します。
22 浴槽外側（特に頭部の裏側）、⾦属のセンサノブ、ハン
ドコントロール、ホイールシャーシ（オプション）な
ど他のすべての接触面を布で拭きます。

23 水に濡らした新しい布で、接触部分から消毒液を完全
に拭き取ります。消毒液を取り除くときは、適宜、流水
で布の消毒液を洗い流してください。

次のページへ

注意

浴槽には緑または茶⾊の Scotch-Brite やスチールウ
ールを決して使わないでください。表面を傷つける恐
れがあります。

図 3

図 4

図 5
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洗浄（38 ステップのうち 24-38）
24 消毒スプレーハンドル を排水口に向け、消毒剤を排水
口にスプレーします。

25 排水部を閉じます。
26 消毒スプレーハンドルを使って、すべての浴槽内表面
および浴槽の底にある付属品に消毒剤をかけます。付属
品の向きを変えて、反対側にも消毒剤をかけてくださ
い。排水制御ノブ /オーバーフロー排水口など、浴槽の
表面に取り付けられた部品やノブ、センサに注意して
ください。（図 6 を参照）

27 ボトルの指⽰に従い、消毒剤を⼗分な時間接触させ
ます。
コントロールパネルの消毒ボタンを押すと、消毒剤サ
イクルが終了します。
プログラムされた消毒時間が経過するか、または消毒
プロセス中に消毒ボタンが押されると、一時停止が開
始され、他のすべての機能は、以下の時間中、無効とな
ります。
•  P300 では 2 分間、ディスプレイは  を表⽰
•  P220 では 5分間 
•  P220 USでは 10分間 
•  MPA システムでは 6 分間（イギリスのみ）
自動消毒機能のない浴槽の場合：一時停止時間中に消毒
ボタンが再度押された場合、一時停止は終了します。 消
毒スプレーハンドルは再び使用できます。 次に消毒ボ
タンを押すか、またはあらかじめ設定した消毒時間を
経過すると、他のすべての機能が再びブロックされ、一
時停止時間のカウントが再開します。

28 消毒カバーの奥に消毒スプレーハンドルを戻し、カバー
を閉じます。

29 排水口を開きます。
30 シャワーのボタンを押します。
31 シャワーハンドルを使い、約 25 °C (77 °F)の水ですべて
の部品をすすいで消毒剤を落とします。

32 布を消毒剤に浸します。
33 浴槽外側（特に頭部裏側）、⾦属センサノブ、ハンドコ
ントロール、ホイールシャーシ（オプション）などそ
の他すべての接触面を布で拭きます。

34 ボトルの指⽰に従い、消毒剤を⼗分な時間接触させ
ます。

次のページへ

図 6
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35 水に濡らした新しい布で、接触部分から消毒液を完全
に拭き取ります。消毒液を取り除くときは、適宜、流水
で布の消毒液を洗い流してください。

36 空気乾燥させます。

37 付属品をすべて取り付けます。

注記
ピローは吸着盤を上にして乾かします。
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スプレーボトルによる洗浄と消毒
（29 ステップ）
目視できる汚れの除去（29ステップのうち 1-5）
1 浴槽を作業しやすい位置まで上げます。
2 すべての機能がオフであることを確認してください。
3 排水口を開けて残った水をすべて流します。
4 ピローやフットサポート、トイレタリートレーのよう
な付属品（該当する場合）を取り外して、浴槽の底に
置きます。

5 浴槽と底にある付属品に水のシャワーを掛けてすす
ぎ、目に⾒える残留物を取り除きます。付属品の向きを
変えて、もう一度すすぎます。（図 1 参照）

洗浄（29ステップのうち 6-16）
6 保護用手袋とめがねを装着します。（図 2 参照）
7 排水口に消毒液をスプレーします。排水部の汚れ落と
しには、⻑い柄のブラシを使用します。

8 排水部を閉じます。
9 スプレーボトルを使って、すべての浴槽内表面および
浴槽の底にある付属品に消毒剤をかけます。付属品の
向きを変えて、反対側にも消毒剤をかけてください。
排水制御ノブ /オーバーフロー排水口など、浴槽の表面
に取り付けられた部品やノブ、センサに注意してくだ
さい。（図 3 参照）

10 オーバーフロー排水口表面に噴霧します。

次のページへ

図 1

図 2

図 3
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11 浴槽の表面、緩めた部品や付属品を毛先の柔らかいブ
ラシや布でこすります（皮膚の破⽚などの残留物を取
り除くため）。汚れを⼗分に落とします（特にハンドル
とハンドコントロール）。（図 4 参照）

12 排水口を開きます。
13 約 25 °C (77 °F)の水をたっぷり使い、シャワーハンドル
ですべての部品をすすいで消毒剤を落とします。

14 布を消毒剤に浸します。
15 浴槽外側（特に頭部の裏）、⾦属のセンサノブ、ハンド
コントロール、ホイールシャーシ（オプション）など、
その他のすべての接触面を布で拭きます。

16 水に濡らした新しい布で、接触部分から消毒液を完全
に拭き取ります。消毒液を取り除くときは、適宜、流水
で布の消毒液を洗い流してください。

次のページへ

注意

浴槽には緑または茶⾊の Scotch-Briteやスチールウー
ルを決して使わないでください。表面を傷つける恐れ
があります。

図 4
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消毒（29ステップのうち 17-29）
17 スプレーボトルを使って、排水口に消毒剤をスプレー
します。

18 排水部を閉じます。
19 すべての浴槽内表面および浴槽の底に置いた付属品に
消毒剤をかけます。付属品の向きを変えて、反対側にも
消毒剤をかけてください。排水制御ノブ/オーバーフロー
排水口など、浴槽の表面に取り付けられた部品やノブ、
センサに注意してください。（図 5 参照）

20 消毒剤ボトルの指⽰に従い、消毒剤を適切な時間接触
させます。

21 排水口を開きます。
22 シャワーのボタンを押します。
23 シャワーハンドルを使い、約 25 °C (77 °F) の水ですべて
の部品をすすいで消毒剤を落とします。（図 6 を参照）

24 布を消毒剤に浸します。
25 浴槽外側（特に頭部裏側）、⾦属センサノブ、ハンドコ
ントロール、ホイールシャーシ（オプション）などそ
の他すべての接触面を布で拭きます。

26 消毒剤ボトルの指⽰に従い、消毒剤を適切な時間接触
させます。

27 水に濡らした新しい布で、接触部分から消毒液を完全
に拭き取ります。消毒液を取り除くときは、適宜、流水
で布の消毒液を洗い流してください。

28 空気乾燥させます。
29 付属品をすべて取り付けます。

図 5

図 6
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自動消毒機能による Hydromassage™ システ
ムの洗浄と消毒
（10 ステップ）
1 消毒剤のレベルをチェックします。
2 浴槽を人間工学的作業高さまで上げます。
3 排水プラグを閉じます。
4 ネジを外して、吸⼊口スクリーンを取り外します。吸⼊
口スクリーンを別個に洗浄します。（図 1 参照）

5 消毒ボタンを押すと、これにより消毒サイクルが開始
します。消毒剤は Hydromassage システムのノズルから
出てきます。

6 オーバーフロー排水口内にも消毒剤を噴霧します。
（図 2 参照）

7 次のセクションに基づいて、残りの消毒手順を引き続
き実施します 43ページ消毒スプレーハンドルによる
洗浄と消毒（水流を使用しない⼊浴と Hydrosound シ
ステム）。

8 消毒剤ボトルに印刷されている時間のとおりに消毒剤
を作用させます。消毒サイクルは、 Hydromassage シス
テムを水で濯いで終了となります。

9 シャワーボタンを押し、水面オーバーフロー排出口を
リンスします。

10 消毒が完了したら、吸⼊口スクリーンを取り付け、スク
リーンを元の位置に合わせてゆっくりと締めます。

図 1

吸⼊口

Hydromassage
システム排出口

水面オーバー
フロー排出口

図 2
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自動消毒を使わない Hydromassage™ システムの消毒 
（18 ステップ）
1 消毒剤のレベルをチェックします。
2 浴槽を作業しやすい位置まで上げます。
3 排水プラグを開けます。
4 ネジを外して、吸⼊口スクリーンを取り外します。吸⼊
口スクリーンを別個に洗浄します。（図 1 参照）

5 ハイドロマッサージホースを接続する場合は、回転可
能なハイドロマッサージシステムノズルだけを引き抜
きます。（図 2 参照）

6 該当する場合はハイドロマッサージホースをハイドロ
マッサージシステム排水口に挿⼊します。
（図 3 参照）

7 ハイドロマッサージシステムのノズル∕ハイドロマッ
サージホースから泡が出てくるまで、消毒剤を吸⼊口
に噴霧します。（図 4 参照）

8 オーバーフロー排水口内にも消毒剤を噴霧します。
（図 5 参照）

次のページへ

図 1

図 2

図 3 Hydromassage
システム排出口 吸⼊口

図 4

吸⼊口

Hydromassage
システム排出口

水面オーバーフ
ロー排出口

図 5
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9 消毒剤ボトルに印刷されている時間のとおりに消毒剤
を作用させます。

10 消毒ボタンを押して消毒剤をオフにします。
11 シャワーボタンを押して、シャワーハンドルを吸⼊口
に接続します。

12 床への漏水を防ぐため、 Hydromassage システムノブが
時計回りに最強度まで回されていることを確認してく
ださい（図 1 参照）

13 トリガーを押し、清浄な水がハイドロマッサージシス
テムノズル∕ハイドロマッサージホースから出てくる
まで洗い流します。

14 リンス後はハイドロマッサージホースを取りはずし、
ホルダーに掛けて乾燥させます。

15 Hydromassage システム出口にノズルをはめて戻します。
16 オーバーフロー排出口も水でリンスします。
17 次のセクションに基づいて、残りの消毒手順を引き続
き実施します 43ページ消毒スプレーハンドルによる
洗浄と消毒（水流を使用しない⼊浴と Hydrosound シ
ステム）。

18 消毒が完了したら、吸⼊口スクリーンを取り付け、スク
リーンを元の位置に合わせてゆっくりと締めます。

石灰沈着物の除去、軽度の腐⾷および変⾊
（Primo® Ferro、ステンレス鋼製浴槽のみ）
（4 ステップ）
1 その部分をステンレス鋼用クリーナーで覆い、10〜20分
放置します。

2 大量の水ですすぎます。
3 きれいな布で拭いて乾かし、水斑が付かないようにし
ます。

4 その後は、指紋や水斑から守る予防的コーティングを
得るためにステンレス鋼研磨剤で処理します。

増加 
強度

図 1
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点検・保守及びメンテナン
製品がメーカー仕様を維持するようにと明記してある場合、System 2000バス は摩耗および破損するため、
以下の措置を講じる必要があります。

メンテナンス計画: System 2000 バス 

警告
傷害事故をもたらす不具合を防止するため、定期的な点検を実施し、推奨保守スケジュールに従ってく
ださい。製品が酷使されている場合、あるいは苛酷な環境にさらされている場合、さらに頻繁な点検を
実施してください。地域の規制や地方自治体の基準が、推奨保守計画よりも厳格な場合があります。

注記
患者が製品を使用中であるときは、製品の保守や修理をすることができません。

介助者の義務である措置/チェック 患者間 毎日 毎週 ⽉に 1 回 毎年
洗浄と消毒 X
液体レベルの点検 X
露出部品すべての目視点検 X
ピロー、フットサポートの点検 X
ホース、パイプ、および接続部の目視点検 X
機能試験の実施 X
シャワーヘッドの点検/洗浄 X
流入水フィルタの点検/洗浄 X
サーモスタット・ミキサーの動作確認（P220 のみ） X
有資格者のみによる年次点検 X
電気的据付の点検（認定電気技師により実施される
こと）

地域要件に基づく間隔

警告
患者様や介助者の怪我を防止するため、製品を改造したり、互換性のない部品を使用しないでください。
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介助者の義務
本取扱説明書の手順に従い、System 2000 バスに関する⼗分
な知識を持った担当者によって、介助者の義務を実施して
ください。
製品が（機能や外観で）異なる点がある場合は、ただちに
Arjo のサービス部門に連絡してアドバイスを受けてくだ
さい。
患者間
洗浄と消毒:
使用前に、 System 2000 バスを40ページ洗浄と消毒の手
順のセクションに従って、必ず洗浄および消毒するよ
うにしてください。

毎週
• 液体レベルの点検:
消毒剤、シャンプーおよびバスオイル（ArjoSound ウォー
ター・コンディショナー）ボトルの液体レベルを点検し
ます。（図 1 参照）

• 露出部品の⽬視点検:
1  特に利用者や介助者が触る部品など、すべての露出部
品の目視点検を⾏ってください。

2  患者や介助者を傷つけたり、非衛生状態になったり、
交差感染の原因となりうる、⻲裂や鋭利な端がない
か確認します。塩素やアルコールの使用はすべて、浴
槽を損傷し⻲裂の原因となることがあります。

• 付属品の点検:
ピロー、フットサポートを点検して、中身に水が⼊り込
んで交差感染の原因となりかねない⻲裂や裂け目がな
いことを必ず確認してください。そのような破損がある
場合は交換してください。（図 2 参照）

• ホース、パイプ、および接続部の⽬視点検: 
バスタブの 下に 何らかの漏れがないか目視点検しま
す。（図 3 を参照）

次のページへ

図 1

図 2

図 3
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• 機能試験の実施（図 4 を参照） :
1  全機能テスト。水（湯張りおよびシャワー）、消毒、

Hydromassage システム、 Hydrosound システムテスト
モード（セクション24ページHydrosound（ハイドロ
サウンド）システムを参照）、またSound & Vision シ
ステム（セクション26ページSound & Vision システ
ムを参照）。

2  水を出した状態で: シャワーホースとシャワーハンド
ルに破損がないか点検します。破損している場合は
交換する。シャワーハンドルは Arjo のサポートなし
に交換できます。

3  もしあれば、緊急下降機能を点検します。
毎⽉ 1 回
• シャワーヘッドを取り外し洗浄します（図 1 を参照） :

1  ネジを緩めます。
2  緩んだ部分をすべて取り外します。
3  ⼊念に洗浄します。
4  組み⽴て直します。部品 (A) はハンドルに取り付ける
前に組み⽴てる必要があります。（図 1 参照）

5  ネジをよく締めます。

• 流⼊水フィルタの点検/洗浄：
浴槽の下にある2つの給水ホースのそれぞれに、フィル
タ付きのリンス弁が取り付けられています。両方の弁の
フィルタを、つぎの段階的な手順にしたがってリンスし
ます。

1  最初に弁(A)を閉じます。ハンドル（温水は赤、冷水
は⻘）は交差した位置になるはずです。（図 2 参照）

2  工具でキャップ (B)を取り外します。（図 2 参照）
3  最後にフィルタ(C) を抜き取り、水中でよく洗浄しま
す。（図 2 参照）

4  再組み⽴て。
5  弁を開きます

• サーモスタット・ミキサーの動作確認（P220 のみ）：
水を出した状態で温度調節を全温度範囲にわたって前
後に回します。これは特に硬水地域では重要です。

警告
加圧システムと熱湯火傷の危険。キャップを取り外す前
に、弁 (A) が閉じていることを必ず確認してください。
このことは温水弁では特に重要です。

図 4

A

図 1

A

C

B

図 2
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有資格者のみによる年次点検
System 2000 バスは、メンテナンスと修理マニュアルに従っ
て、 1年に1回保守点検を実施する必要があります。
問題のない安全な運用を確保するため、訓練を受けている技
術員による自動温度調節ミキサーと温度計の較正を伴う定
期的な保守点検をお勧めします。浴槽の再配置、地元地域の
給水における有意の変更や修正は、温度調節ミキサー弁の再
調整を必要とすることがあります。
サービス契約の締結については、最寄りの Arjo サービス代
理店までご連絡ください。
      

      

警告
怪我を防止し、製品を安全に使用するため、正しい工具、
部品および手順の知識を有する、有資格担当者により適
切な頻度で保守作業を実施しなければなりません。有資格
担当者は、本製品の研修履歴を記録する必要があります。

注記
すべての介助者は有資格担当者によるサービスの実施
時、適切に⾏われたか確認してください。詳しくは、個別
のサービス説明書をご覧ください。
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トラブルシューティング
      

      

注記
トラブルシューティングを開始する前に、コントロールパネルの電源供給、給水、および LEDを点検し
てください。以下の問題解決策でも問題が解決できない場合は、Arjo の認定技術員に連絡してください。

想定される問題 措置
シャワーへの水流だけが
弱い。

次のセクションに従ってシャワーヘッドを点検し洗浄します 53ページ点
検・保守及びメンテナン。

シャワーと湯張り蛇口から
の水流が弱い。

1 温水が出ているか確認するため、流⼊の温水管に触れて温かいかを点
検します。

2 次のセクションに従って流⼊水フィルタを点検し洗浄します53ページ
点検・保守及びメンテナン。

消毒が機能しない。 1 浴槽に残った水がなく空であるか確認します。
2 シャワー、湯張り、 Hydromassage システム/Hydrosound システムが起
動していないことを確認してから再試⾏します。

3 コントロールパネルの LED が点滅しビープ音がする（P300 のみ）場
合は、ボトルの消毒剤レベルが低下し交換の必要があることを⽰しま
す。 40ページ洗浄と消毒の手順のセクション を参照してください。

自動湯張り機能が湯張りを
停止しない。

残留物が貯まったため⾦属センサプラグのクリーニングが必要です。
セクション 40ページ洗浄と消毒の手順を参照してください。

Sound & Vision システム ハ
ンドコントロールが機能し
ない。

1 機能していればリモートコントロールの LEDが点滅するはずです。
2 点滅していなければ、 Sound & Vision システム ハンドコントロールを
交換します。

Sound & Vision システムサ
ウンドが機能しないが、浴
槽ランプは点灯している。

1 USBメモリスティックが不良かもしれません。可能なら、USB LEDラ
ンプが点くかチェックします。点灯 = 電源 ON、点滅 = 読み取り中

2 別のUSBメモリスティックをテストします。
Sound & Vision システムラ
ンプは点灯しないがサウン
ドは機能している。

ランプが不良で、 Arjo の認定技術員による交換が必要です。

湯張りまたはシャワー機能
が停止する。（熱湯火傷
防止）

18ページ熱湯火傷防止機能のリセット（P220 のみ） （5 ステップ） また
は 19ページ熱湯火傷防止機能のリセット（P300 のみ） （4 ステップ）に
従って、熱湯火傷防止をリセットします。

床面に水。 1 流⼊水ホースおよび浴槽排水ホースに漏れがないか点検します。
2 浴室がショートし、浴槽は水で一杯になり続けている。
これらの措置を⾏う際は、電源を切り、給水もオフにします。
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エラーコード（P300 のみ）
表示メッセージ
内部故障中、システムは 5秒間ビープ音を発し、エラーコードがディスプレーに表⽰されます。これらの
エラーコードが出ている間も、浴槽の昇降は可能です。エラーコードが表⽰されたら、つぎのように対処
してください：
1 エラーコードの数値に注意する。（-01-、 -02-、 -03-、 -04- または -05-）。
2 エラーコードを書き留め、任意のボタンを1回押してエラーコードをリセットする。
3 浴槽の使用をすぐに止めて有資格者に電話し、故障と表⽰されたエラーコードを報告する。

表示メッセージ 原因 摘要
      温度センサのエラー 浴槽の昇降のみが可能。他のす

べての機能は、確認されるまで
遮断されます。

      較正エラー 浴槽の昇降のみが可能。他のす
べての機能は、確認されるまで
遮断されます。

      Hydrosound システムエラー
トランスデューサが接続されていない
トランスデューサがインエア
トランスデューサが熱い
テストモード Hydrosound システム

浴槽の昇降のみが可能。 他のす
べての機能は、確認されるまで
遮断されます。

      Hydrosound システムエラー
圧が高すぎる

浴槽の昇降のみが可能。 他のす
べての機能は、確認されるまで
遮断されます。

      レベルセンサのエラー 浴槽の湯張りのみブロックされ
ている

      お待ちください
Hydrosound システム一時停止または
Hydromassage システムポンプの上昇または
手動調整、または
消毒剤の停止、または
ミキサーのスパン実⾏（15 回目の⼊浴サイク
ル）または
電子的熱湯火傷防止機能が作動している。

浴槽の昇降のみが可能。他の全
機能がブロックされています。
ビープ音は熱湯防止です。

      消毒ボトルの低レベル
5 秒間作動。消毒 ON/OFF が点滅してい
ます。

42ページ消毒液ボトルの交換
（消毒オプション装備の
System 2000 バスのみ）に従って
消毒剤ボトルを取り換えます。
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技術仕様
詳細な技術的説明が System 2000について必要な場合は サービス文書にあります。Arjo 説明書をお求めく
ださい。お問い合せ先情報は本取扱説明書の巻末に記載されています。

サイト要件
      

      

      

注記
すべての排水、処理水および電気設置の作業は、地域および国の規制に従って、有資格者によって実施
する必要があります。

電源供給、欧州および北米
電圧 230/240 V（欧州）

120 V（北⽶）
100 V（日本）
220 V（韓国）
230 V（サウジアラビア）

フェーズ数 単相交流
周波数 50 Hz（欧州）

60 Hz（北⽶）
50/60 HZ（日本）
60 HZ（韓国）
60 Hz（サウジアラビア）

電力消費量（最大） 1100 VA 

ヒューズ  6 A（欧州）
10 A（北⽶）
12 A（日本）
 6 A（韓国）
 6 A（サウジアラビア）

アース接地 はい
等電位化 はい
電源コード 有資格者により交換可能

警告
感電を防ぐために、本装置は以下に接続した状態で使用してください。
• 保護アースを取り付けた、常時通電されている電源。
• 個別の漏電遮断器 (GFCI)
• 電源切断装置
• 等電位結合点
すべての装置の設置は地方の条例や規制に従う必要があります。
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電源切断装置
壁への永続的な取り付け。常に目に入り利用可能
電源の過渡電圧 4 kV*

沿面距離 3 mm*

空間距離 1.8 mm*

移動方向 上下、左右、時計回りおよび反時計
回り

* 国内規制がより厳しい場合は、それらに従う必要があります。

給水
冷水/温水 3/4” B.S.P メス型
装置と供給ネット（最小から16 mm）との間を遮断弁で接続
最大静圧 6 bar (600 kPa, 87 psi)

最小作動圧（英国市場以外の全市場）
最小作動圧（全市場）

2 bar (200 kPa、 29 psi)
1 bar (100 kPa、 14.5 psi)

必要とされる冷水温度 2 - 20 °C (36 - 68 °F)

必要とされる温水温度 60 - 80 °C (140 - 176 °F)

排水位置 床または壁

床
最大 床荷重 990 kg /0.91 m2

最大 床圧力 1.8 N/mm2

操作条件
周囲温度 40 °C (104 °F)

相対湿度 30% 〜 75% Rh
大気圧 800 hPa 〜 1060 hPa

輸送と保管
周囲温度 -20 °C 〜 70 °C 

(-4 °F 〜 158 °F)
相対湿度 20 °C (68 °F)で 10% - 80%
大気圧 500 hPa 〜 1100 hPa
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環境
微生物学的要求
飲料水に関する WHO要求、および欧州連合 (EU)の飲料水指令 (DWD)に適合。つぎの仕様は上記の
微生物学的要求とは異なる数値を有しています。
Ph 範囲 Ph 7.5 〜 Ph 9
導電率（最小） 2.7 mS/m 以上
塩素（最大） 250 mg/l 未満
硬度 20 °dH 未満
アルカリ度 60 - 200 mg/I HCO3

System 2000 バスの取付 「組⽴および設置説明書」参照
汚染度 2

耐用年数後の廃棄方法
• 電気および電子部品にて構成される機器は、電気・電子機器の廃棄（WEEE）または地方自治体ある
いは国の法令に従って分解し、リサイクルしてください。

• 消毒液 – 余分な液体が残った場合は、流水と一緒に排水口に流してください。これらの製品は水溶
性で、洗浄に使用するときは、通常水と混ざります。洗浄に使用する場合は、通常地方自治体は、
これらの洗浄液を同様に扱います。

• 梱包容器は国また地方自治体の条例に従ってリサイクルしてください。
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技術要件
患者の最大体重 182 kg (401 lbs)

安全耐荷重（患者 + 水） 500 kg/1102 lbs

IEC 60529 に基づくIPクラス IP X4

IEC 60529 Sound & Vision システムハンドコントロールに基づくIP クラス IP X7

電気的保護タイプ I

電気的保護度 B

耐火等級 適合規格： 
IEC 60601-1

最大充電サイクル、リフト 2 分 ON
18 分 OFF

最大デューティサイクル、 Hydrosound システム/Hydromassage システム 15 分 ON
15 分 OFF

温度計
範囲 10-50 °C (50-122 °F)

精度 +/-1 °C (1.8 °F)

解像度 0.1 °C (0.18 °F) P220
0.5 °C (0.9 °F) P300

使用可能な組合せ
Arjo 製品 リフト 浴槽の⻑さ
Alenti 全モデル System 20、 23、 25
Miranti 全モデル System 23および 25
Calypso 全モデル System 20、 23、 25
Bolero 小児科対象外 System 23および 25
Bolero 小児科 System 20、 23、 25
Combilift Classic System 20、 23、 25
Combilift ストレッチャー System 23および 25
Combilift ハンガーバー System 20、 23、 25
Maxi Twin 全モデル System 20、 23、 25
Maxi Move 大型ハンガーバー対象外 System 20、 23、 25
Maxi Sky Maxi Sky 1000（大型）対象外 System 20、 23、 25
Maxi Sky 2 Plus 全モデル System 20、 23、 25
Marisa 全モデル System 20、 23、 25
その他の組合せは使用できません
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騒⾳レベル
無負荷での昇降時の騒音レベル 69 dBA

荷重がある場合の昇降時の騒音レベル 68 dBA

ハイドロマッサージ/エアスパ使用時の騒音レベル 76 dBA

浴槽への湯張り時の騒音レベル 80 dBA

シャワー開始時の騒音レベル 55 dBA

浴槽の水量（浴槽モデルと浴槽サイズによる隔たり）
3.0 Bar (43.5 PSI) 動圧での湯張り時間、 80 °C (176 °F) HW 3 - 7.5 分間
オーバーフロー水位までの水量 262 - 409 l 

69.2 - 108 USガロン
自動湯張り水位までの水量 185 - 282 l 

48.9 - 74.5 USガロン
排水時間 — 高位置 4.2 - 6.6 分間
排水時間 — 低位置 6.9 - 10.8 分間
最小排水能力 100 l/分

26.4 US ガロン/分
製品測定 「組⽴および設置説明書」を参照
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ラベルの説明 
適用部品 B等級、適用部品 : IEC 60601に

基づく感電に対する保護。
注意 ラベル 正しく使用するための大切な

ユーザー情報。
承認ラベル 現在の製品の承認規格を明⽰し

ます。
調整ラベル 初回使用の前および各インス

トール後に較正を実施すべきこ
とを明⽰します。「組⽴および
設置説明書」 を参照し、 Arjo 技
術員にご連絡ください。

データラベル ⼊⼒電⼒、⼊⼒電圧および最大
患者重量等の技術的性能および
要件が記載されています。

非常ロアリン
グラベル

非常時に関する情報を明⽰しま
す。 20ページ緊急下降 （オプ
ション、英国市場は対象外）の
セクションを参照してください。

工場 製造元の名称及び住所
フィールド配
線箱ラベル
（米国とカナ
ダのみ）

⼊って来る電気設備をどこに接
続するかを⽰します。

識別ラベル 製品識別、製造番号及び製造年
と月が記載されています。

      リフティング⾏程

      等電位接続ポイント用ラベル
（結合ラグ）

      緊急下降ラベル

記号の説明 
安全耐荷重
（SWL）

患者と水の最大重量

⼊⼒電圧 電圧給電
⼊⼒電⼒ 電⼒
クラス 1 保護タイプ — 接地
IP X4 保護等級（具体的には、水の飛

散に対する製品の保護等）
ED max Hydromassage システムと 

Hydrosound システムの ON と
OFF が切り替わるときの高/
低の期間（デューティーサ
イクル）

      欧州共同体統一法への適合を⽰
す CEマーキング 

図は、監督認証機関のトレード
マークです。

      欧州指令2012/19/EC (WEEE)に
基づく、リサイクル用電気及び
電子コンポーネントの分別

      取扱説明書/冊子を参照してくだ
さい。使用上の注意をよくお読
みください。

      警告！高温注意！

      一般的な警告

ラベル
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認定ラベルの説明 
      
• 感電、火災、機械的危険に関する

もののみ
UL認証取得済み：
AAMI ES60601-1:2005/(R)2012 
および A1:2012/(R)2012 および 
A2:2021
CSA-C22.2 No. 60601-1 (2008, 2014 
または CAN/CSA-C22.2 No. 60601-
1:14の修正 2:2022 (MOD))。

      Dutch safety certification for water 
safety to the standards NEN-EN 
1717, NEN 1006. KIWA 評価ガイダ
ンス 水の逆流防止に関するワー
クシート 3.8に準拠。

      製品が英国の水道（水栓⾦具）
規制および Scottish Water Byelaws
の規制 4 に準拠していることを⽰
しています。

c e r t i f i e d

BRL-K14011

      ライセンス番号 WMK26257 の
「ウォーターマーク（透かし）」
認証ラベル

      メーカー名と住所

      製造日

      本製品が EU医療機器規制 2017/
745に準拠した機器であることを
⽰しています 

      製品固有識別子 (UDI)

WaterMark
WMTS525

License No.

WMK26257

™
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等電位結合 
ラグラベル

緊急下降 
ラベル

フィールド配線箱
ラベル

注意ラベル（コントロール
パネル蓋の下）

データラベル 

識別ラベル

適用部品

注意ラベル

（コントロールパネル蓋の下）

ウォーターマーク
（透かし）認証ラベル

KIWA承認ラベル/

UL承認ラベル/

NSF承認ラベル
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電磁両⽴性
本製品は、外部からの EMI（電磁障害）遮断能⼒に関して、現⾏の規制基準への準拠がテストされてい
ます。
一部手順は電磁波の⼲渉軽減に役⽴ちます。
• 患者のモニターシステム /生命維持装置などが、電磁エミッション規格に準拠しているか確認して
ください。 

使用すべき環境： 医療・介護施設
例外： 磁気共鳴映像法用MEシステムの無線シールドルームおよび高周波手術器具

警告
本製品を他の機器に隣接して使用したり、または積み重ねて使用すると、誤作動することがありま
すので避けてください。 このような使用法が必要な場合、本製品と他機器の状態を観察し、それぞ
れ正常に作動しているかを確認してください。

警告
ポータブル RF 通信機器（アンテナケーブルや外部アンテナなどの周辺機器を含む）は、メーカー
指定のケーブルを含む System 2000のすべての部品から 30 cm（12インチ）以上離して使用して
ください。 そうでない場合には、この機器の性能が低下する可能性があります。

警告
製造元による指定または提供がされていない付属品、変換器、ケーブルを使用すると、この機器に
おける電磁放射の増加、または電磁環境耐性の減少を引き起こし、不適切な動作につながる可能性
があります。

製造者からのガイダンス – 電磁放射
エミッション試験 コンプライアンス ガイダンス
RFエミッション CISPR 11 グループ 1 本製品は RFエネルギーをその内部機能の

ためにのみ使用します。 従って、その RFエ
ミッションは非常に低いため、近隣の電気
機器に影響を及ぼしにくくなっています。
本製品は一般事業所、および公共の低電圧
電源が供給された設備を含む、あらゆる施
設での使用に適しています。

RF放射 CISPR 11 クラス B
高調波エミッション
IEC 61000-3-2

クラス A

電圧変動 /フリッカーエミ
ッション IEC 61000-3-3

準拠
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ガイダンスと製造元宣言 - 電磁環境耐性

      

耐性試験 IEC 60601-1-2 試験レベル コンプライアンスレベル
静電気放電 (ESD)
EN 61000-4-2

±2kV、 ±4kV、 ±8kV、 ±15kV 気中
±8kV 接触

±2kV、 ±4kV、 ±8kV、 ±15kV 気中
±8kV 接触

RF場により惹起さ
れた電動妨害
EN 61000-4-6

0.15 MHz ~  80 MHzにおいて 3V

0.15 MHz ~ 80 MHz間の ISMおよび
アマチュア無線周波数帯において 6V

80% AM、 1 kHzにて

0.15 MHz ~  80 MHzにおいて 3V

0.15 MHz ~ 80 MHz間の ISMおよび
アマチュア無線周波数帯において 6V

80% AM、 1 kHzにて
放射 RF電磁場
EN 61000-4-3

専門 /医療施設の環境下    
3 V/m

80 MHz ~ 2.7 GHz

80% AM、 1 kHzにて

専門 /医療施設の環境下     
3 V/m

80 MHz ~ 2.7 GHz

80% AM、 1 kHzにて
RF無線通信機器の
近接フィールド
EN 61000-4-3

385 MHz - 27 V/m 

450 MHz - 28 V/m

710, 745, 780 MHz - 9V/m 

810, 870, 930 MHz - 28 V/m 

1720, 1845, 1970, 2450 MHz - 28 V/m

5240, 5500, 5785 MHz - 9V/m

385 MHz - 27 V/m 

450 MHz - 28 V/m

710, 745, 780 MHz - 9V/m 

810, 870, 930 MHz - 28 V/m 

1720, 1845, 1970, 2450 MHz - 28 V/m

5240, 5500, 5785 MHz - 9V/m

電気的ファースト・
トランジェント /
バースト
EN 61000-4-4

±2kV AC ポート
100kHz 繰返し周波数

±2kV AC ポート
100kHz 繰返し周波数

電源周波数磁場
EN 61000-4-8

30A/m

50 Hzまたは 60 Hz

30A/m

50 Hz

サージ
IEC 61000-4-5

±0.5kV ±1kV、 ±2 kV、交流主電源、
ライン -アース間
±0.5kV ±1kV、交流主電源、
ライン -ライン間

±0.5kV ±1kV、 ±2 kV、交流主電源、
ライン -アース間
±0.5kV ±1kV、交流主電源、
ライン -ライン間

電源⼊⼒ライン上
の電圧降下、中断
および電圧変動
⼊⼒ライン
IEC 61000-4-11

0% UT；0.5 サイクル
0°、 45°、 90°、 135°、 180°、
225°、 270° および 315° にて
0% UT；1 サイクル
および
70% UT；25/30 サイクル
単相：0° にて
0% UT；250/300 サイクル

0% UT；0.5 サイクル
0°、 45°、 90°、 135°、 180°、
225°、 270° および 315° にて
0% UT；1 サイクル
および
70% UT；25/30 サイクル
単相：0° にて
0% UT；250/300 サイクル

近接磁界
EN 61000-4-39

134.2 kHz - 65 A/m
13.56 MHz - 7.5 A/m

134.2 kHz - 65 A/m
13.56 MHz - 7.5 A/m

注記：UT は、テストレベルの適用前における AC電源の電圧です。
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部品とアクセサリ

8331457-03 - グレー
ピロー

8138678 - 透明フット
サポート
8154647-04 -Primo® Ferro
フットサポート

ARA 0300-031
基盤フレーム

消毒剤用
最寄りの Arjo代理店まで
ご連絡ください

SRB4000
Arjo Oil™ (バスオイル）
2 X 2 リットル ボトル

SRB5000
Arjo Care™ 
(シャンプー、
ボディソープ )
4 X 2 リットル ボトル

SRB1000
ArjoSound™ 
ウォーター・
コンディショナー
(Hydrosound システム用 )
2 X 2 リットル ボトル

ARA 0500-03
ハイドロマッサージ用
ホース収納ホルダー

ARA 3333-04
ブースターポンプ

写真なし

写真なし
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At Arjo, we believe that empowering movement within healthcare environments is essential to quality care. Our products and solutions are 

and the prevention of pressure injuries and venous thromboembolism. With over 6500 people worldwide and 65 years caring for patients and 

healthcare professionals, we are committed to driving healthier outcomes for people facing mobility challenges. 

ArjoHuntleigh AB

Hans Michelsensgatan 10 

211 20 Malmö, Sweden

www.arjo.com


